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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　目標生体構造の複数の面を撮像する診断超音波システムにおいて、
　身体の領域においてリアルタイムで複数の画像面をスキャンするマトリクスアレイプロ
ーブと、
　前記マトリクスアレイプローブによるスキャンを制御するビーム形成コントローラと、
　前記マトリクスアレイプローブに結合され、前記マトリクスアレイプローブによりスキ
ャンされる前記複数の画像面のリアルタイム超音波画像を生成する画像プロセッサと、
　前記画像プロセッサに結合され、リアルタイムで前記超音波画像を同時に表示するディ
スプレイと、
　目標生体構造の解剖学的モデルを表すデータと、
　前記解剖学的モデルを表すデータと超音波画像を位置合わせする画像位置合わせプロセ
ッサであって、前記超音波画像の位置合わせに応答して前記解剖学的モデルから得られる
標準ビュー面の配向を含む画像面配向データを生成し、ゲーティング信号において前記画
像面配向データを前記ビーム形成コントローラに提供する、前記画像位置合わせプロセッ
サと、
を有し、
　前記ビーム形成コントローラが、前記マトリクスアレイプローブに前記画像面配向デー
タを使用して前記複数の画像面をリアルタイムでスキャンさせる、
診断超音波システム。
【請求項２】
　前記目標生体構造が、胎児心臓を有し、前記解剖学的モデルが、心臓モデルを有し、前
記画像位置合わせプロセッサが、基準２Ｄ胎児心臓画像を前記心臓モデルの面に位置合わ
せし、前記画像面配向データが、少なくとも１つの標準ビュー画像面を識別する、
請求項１に記載の診断超音波システム。
【請求項３】
　ユーザが複数の標準ビューを選択するユーザ制御を有する、請求項２に記載の診断超音
波システム。
【請求項４】
　前記基準２Ｄ胎児心臓画像が、四腔ビューを有する、請求項３に記載の診断超音波シス
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テム。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの標準ビュー画像面が、ＬＶ流出路、ＲＶ流出路、五腔ビュー、三
血管ビュー、又は気管ビューのものである、請求項４に記載の診断超音波システム。
【請求項６】
　前記ディスプレイが、複数の標準ビューのリアルタイム超音波画像を同時に表示し、
　前記ディスプレイが、前記胎児心臓の少なくとも１つのリアルタイム超音波画像の面の
相対的な配向を示す心臓のアイコングラフィックを表示する、
請求項５に記載の診断超音波システム。
【請求項７】
　リアルタイムで複数の異なる選択された画像面を超音波で撮像する方法において、
　目標生体構造の複数の相互に異なる画像面を選択するステップであって、第１の画像面
が前記選択された画像面の１つである、ステップと、
　前記目標生体構造に対する音響窓にマトリクスアレイプローブを配置するステップと、
　前記目標生体構造の前記第１の画像面の２Ｄ画像を取得するステップと、
　前記目標生体構造の解剖学的モデルのデータに前記２Ｄ画像を位置合わせするステップ
と、
　前記第１の画像面の前記２Ｄ画像を位置合わせするのに応答して前記目標生体構造の第
２の画像面の配向データを識別するステップであって、前記第２の画像面が、前記選択さ
れた画像面の他の画像面であり、前記配向データが、前記解剖学的モデルデータにおいて
識別される前記第２の画像面の面座標を含む、ステップと、
　ビーム形成コントローラを用いて、前記配向データを使用してリアルタイムで前記第１
の画像面及び前記第２の画像面をスキャンするように前記マトリクスアレイプローブを制
御するステップであって、前記配向データがゲーティング信号において前記ビーム形成コ
ントローラに結合される、ステップと、
　リアルタイムで前記第１の画像面及び前記第２の画像面の超音波画像を同時に表示する
ステップと、
を有する方法。
【請求項８】
　前記目標生体構造が、胎児心臓を有し、前記解剖学的モデルが、心臓モデルを有し、前
記第１の面及び前記第２の画像面が、胎児心臓の標準ビューの画像面を有する、
請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記面の１つ及び前記目標生体構造の相対的な配向を識別するアイコングラフィックを
表示するステップを有する、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記解剖学的モデルを患者特性に適応させるステップを有する、請求項７に記載の方法
。
【請求項１１】
　患者特性データを超音波システムに入力するステップと、
　前記解剖学的モデルを前記入力された患者特性データに適応させるステップと、
を有する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記解剖学的モデルを前記入力された患者特性データに適応させるステップが、前記入
力された患者特性データに応答して前記解剖学的モデルのデータを選択するステップを有
する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記解剖学的モデルを適応させるステップが、前記２Ｄ画像に対する前記解剖学的モデ
ルのデータをゆがませる又は変形させるステップを有する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
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　リアルタイムで目標生体構造の複数の異なる選択された画像面を超音波で撮像する方法
において、
　目標生体構造の複数の相互に異なる画像面を選択するステップと、
　前記目標生体構造に対する音響窓にマトリクスアレイプローブを配置するステップと、
　前記目標生体構造の体積画像データセットを取得するステップと、
　前記体積画像データセットの少なくとも１つの面を前記目標生体構造の解剖学的モデル
のデータに位置合わせするステップと、
　前記体積画像データセットの前記少なくとも１つの面を位置合わせするのに応答して前
記目標生体構造の前記複数の選択された画像面の配向データを識別するステップであって
、前記配向データが、前記解剖学的モデルデータにおいて識別される標準ビュー面の配向
を含む、ステップと、
　ビーム形成コントローラを用いて、前記配向データを使用してリアルタイムで前記複数
の選択された画像面をスキャンするように前記マトリクスアレイプローブを制御するステ
ップであって、前記配向データがゲーティング信号において前記ビーム形成コントローラ
に結合される、ステップと、
　リアルタイムで前記複数の選択された画像面の超音波画像を同時に表示するステップと
、
有する方法。
【請求項１５】
　前記目標生体構造の他の体積画像データセットを周期的に取得するステップと、
　前記他の体積画像データセットに応答して前記配向データを更新するステップと、
を有する、請求項１４に記載の方法。
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